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正音資料の特質

On the Textbooks of Correct Pronunciation (Zheng Yin) in Late 

Imperial China. 

はじめに

石崎博志

ISHIZAKI Hiroshi 

清代の官話資料の分布をみると、韓国、欧州、|、日本、琉球などの域外資料の

豊富さとは対照的に、中国圏内の資料は極めて少ない。中国国内での官話の状

況を知る資料としていわゆる正音資料の存在が挙げられるが、これらは中国圏

内の官話の状況を知る上で、多くの情報を与えてくれる。本稿では、正音と正

音資料に関わる事柄をまとめ、以下の問題について論じたい。

1，“正音"とし、う言葉の意味

2，薙正帝の言語政策

3，正音資料の範囲、種類、分類とその特徴

4，福建系正音資料と琉球系官話資料における共通性

5，漢人の官話学習

“正音"という語について

まず正音という語について確認する。“正音"とし、う言葉が日本、韓国、中国

においてどのような意味で用いられ、どのような語と対比して使われているか

を確認し、“正音"と“官話"の違いについて論じる。

1. 1 日本における“正音"という語

日本における正音(しようおん)とは、かつて日本漢字音の漢音を指した言葉で

あった。持統天皇以降、漢音を正統な語音(正音)として普及させた時に、呉音に
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対してこのように呼ばれた。観智院本『類来名義抄~ (鎌倉中期書写)にも「正音」

として、漢音系統の語音が記されている。

また、文雄lは『呉漢華三音正龍~ r華音Jにおいて、「正音」と「俗音」を対

比させて用い、「中原の音」をもって“正音"としている。そして中原の音を「官

話」と「俗話Jに分け、「官話」を読書音、「俗話j を口頭で用いる音としてい

る。

『三音正請~ r華音Jr華音者俗所謂唐音也。其音多品。今長崎舌人家所学有官

話杭州福州津州不問。彼邦輿地広大。四方中国音不斉。中原為正音亦謂之雅音。

四辺為俗音亦謂之郷音。其中原所用之音有二類。官話与俗話也。俗話者平常言

語音也。官話者読書音此之用。其官話亦有二。一立四撃唯更全濁為清音者是。

ー不立入替不立濁聾唯平上去唯清音者。謂之中州韻用歌曲音。二種通称、中原雅

音支那人以為正音。其俗話者杭州音也。亦日斯江音。」

1.2 韓国における“正音"という語

一方、韓国では『司11民正音~ (1446)、『華東正音通蒋韻考~ (1747)、『春秋正音』

(1734)、『経書正音~ \1735)、『中華正音~ (1883)3などの書名lこ“正音"の語が使わ

れ、いずれも「正しい字音J、「標準音Jの意味をもっ。このうち『華東正音通

糟韻考』は“正音"に対して“俗音"を対比させている。これらのうち『中華正音』

のみ、漢語の運用能力を高める目的で編纂された教科書であり、それ以外は韓

国語の漢字音や、経書を音読する際の読書音をハングルで記したものである。

1.3 中国における“正音"という語

1. 3. 1 雅な音楽の音色

1文雄(rもんのう」あるいは「ぶんゅうJ1700-1763)江戸時代中期の浄土宗の皐僧・
音韻学者。俗姓中西、字は総然、号は無相・尚綱堂・蓮社。江戸の伝通院でまなぶかたわ
ら、太宰春台について中国音を研究。著書に『磨光韻鏡~ w和字大観抄~ w韻鏡律正』が
ある。
2経書正音(木活字本，大拳正音，孟子正音，書伝正音，詩経正音，中庸E音)は、経書の漢
字の下にハング、ルで左右両音を付す。 1747年:華東正音通縛韻考，松江歌詞(星州本)など
もある。
S更科慎一(2005)、竹越孝(2009)、朴在淵(2010)参照。
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前漢・劉安『准南子』では、雅な音楽の音色という意味で使われている。

r~住南子・天文訓1.1:“徴生宮，宮生商，商生羽，羽生魚，角生姑洗，姑洗生感

鍾，比子正音，故為和。慮鍾生薬賓，不比正音，故為謬。"

正しい音楽の音という意味では、前漢から清代まで用例がみられ4、明・朱権

『太和正音譜』などのように、曲韻書にも“正音"の語が使われている。

また、広東省では“正字戯"あるいは“正音戯"という歌う劇があり、明の宣徳

年間(1426・1435)には正字戯が広東省で流行したことが、 1975年に潮安で出土し

た『劉希必金叙記』の存在によって明らかlこなっている九また、明の高暦年間

(1573・1619)には、福建でも“官音"によって歌われる戯曲があったことが記録さ

れている6。ただ、ここで言われる“官音"、あるいは南戯に属する“正字戯"ある

いは“正音戯"における“正音"が、メロディを指すのか、言葉の違いを示してい

るのかは、議論の余地があるだろう。

さらに、清・道光『重纂福建通史』巻五十七「風俗」には方言で歌った戯曲

に対して、“正音"で歌った戯曲があることが示されている。

「聞之閤歌，有以郷音歌者，有皐正音歌者。 夫謡歌，小技也，尚習正音，況

拳書乎。」

1.3.2. 字の本来の音

清代考証学においては、借讃や転讃(転音)と区別7した、漢字本来の音の意味

で“正音"の語が使われる0

・ 1青・銭大断『潜研堂文集~ r答問九Jr凡字有正音有轄音，‘近'既A人斤，当以其

隠切矯正其讃。如凡者，轄音，非正音也。J

4 南朝梁・劉続、『文心離龍・策府J: “迩及元成，梢庚淫幾，正音~俗，其難也如此。"
明・朱載堵 I集律全書・吹律J:“難然，善吹律者亦量容易事哉?蓋須凝神調怠，経諸念慮，
心安志定，与道潜符而后庖暦，少許吐微句以吹之，令句悠悠入於管中，則其正音乃設。"
消・楊復吉『夢関頑筆・五女墓J:'‘謡撃多オ，馬上山担柴之謡，四女和之，声動路人。好
事者以正音叶之。"
5 ~自l懐堂(2009)参照。
6福建省戯曲研究所(1983:42・43)参照。
7 宋・王議『唐語林・文拳~:“書之難，不唯句度義理，兼在知字之正音、借音。"
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同書 rr悦文.1i実若之例，或取正音，或取特音。」

1. 3. 3. 語音を矯正するB

“正音"という語を、語音を矯正するという意味で使う例も多く、これは現代

語で比較的多い用法である。また、香港をはじめとする広東語圏においては 1970

年代から現在まで“男語正音運動"として、卑語の発音を正しく矯正する運動が

起きている。

. w字皐元元~ r惟人不知切韻，是以有靴讃。惟有靴讃，愈以不知切韻。故正音者，

相沿之靴所当正也。」

・『正音新纂~ r自序Jr正音為正語言文字之整也。顧聾音之別有二。ー官音，一

土音。官音如南北二京音者是，土音声日土俗及外地織巧油滑之音者是。但無論官

音，土音究不外乎先嘗察考音之所以然。 J

1.3.4. 正しい発昔、標準の語音9

清代の「正音書」においても、以下のように、欽定の韻書の音系に基づく定

義がされている。

. w正音阻華~ r十問J r何為正音。答日遵依欽定『字典~ w音韻闇微』之字音即

正音也。何為南音。答日古在江南建都即以江南省話為南音。何為北音。答日今

在燕建都即以北京城話為北音。J

. w正音切韻指掌』凡例第十条「此書以『中州韻』為底本、市参之以『中原韻』、

『洪武正韻』、更探討子『詩韻輯略~ w五車韻瑞~ w韻府群玉~ w玉音篇海~ w南北

音排~ w康照字典~ w音韻聞微』諸書。」

この他に「正しい発音」とし、う意味での“正音"は、明代の劉鑑『経史正音切

8 r南史・胡渚之侍J:“上・・・以諮之家人語俣音不正，乃遺宮四五人往諮之家教子女語。二
年后，帝問日，卿家人語音己正未?'諮之答日，宮人少，臣家人多，キ惟不能得正音，
遂使宮人頓成俣活。，
清・李漁『閑↑青偶寄・声容・習技J:“正音維何?察其所生之地，禁局郷土之言，使錫中
原音韻之正者是己。
9清・侯方域 I徐作森張調停J:“(張謂)舌短，無正音。"
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韻指南』、清代の宗常『切韻正音鰹緯圃』に代表されるように、等韻学などの書

名に使われている 10。等韻書においては専ら“正音"の語が使用され、“官話"の語

が使われる例は見当たらない。そこには書面語における正しい発音、あるいは

欽定韻書に反映された平水韻の系統を指すことも多It，11。清人にとって「正しさ」
を保証するものは、古くからの伝統に基づいている音だったと考えられる。こ

れは前節で述べた“正音"の意味とも相通じるものである。

「正しい音Jという意味での“正音"は、普通話の成立後にも引き継がれ、周

祖諜(1956)、高名凱・劉正淡(1956)にあるように、“正音"が標準音の意味として

使われ、定着する。

1. 3. 5. 官音

『拳政全書』など正音書館(正音書院)に関して記述した楢案資料では、“官音"

の語を使用している。

『撃政全書』巻五十九

「文議准:聞省士民不諾官音，薙正七年間，子省城四門設立正音書館，教導

官音。但通省土民甚多，一館之内僅可容十徐人，正音固難遍及。況教習多年，

郷音何奮，更畳有名無賞。」

また徐珂『清稗類紗~ r教育類Jr正音書院Jの条には以下のようにある。

「間中群豚皆有正音書院，即為教授官音之地。 j

正音書院は“官音"を教えるための場所であることを示し、“官音"に対して“郷

音"を対比させている。だが、“官音"が示すのは、福建・広東の地における方言

10秋振生(1992:123)r“正音"迭ノト詞，在近代等顔挙中常見，官的出現頻率tt“官話"要
高得多。軍部韻事家所説的“正音"就是理論上的標準音，語言的最高規範。j
日欧振生(1992:120)r統治者所関心的是書面語的“正音"， i玄小正音是宋代平水韻的語音系
統，明朝関園皇帝朱元建下令纂修的『洪武正領j最後也没有取代平水韻的地位，清代官修
韻書『侃文書韻Jr音韻悶微i都是平水韻的本格周線撰的。j同書(p.l22)r男タ卜，讃書人允
其是等韻作者不僅封官話語音系統的認識有分岐，而旦他伺著書時作重視的是所謂“正音"，
而不是官話。J
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読書音なのか、それらを超越した読書音体系なのか、口語音なのかといった具

体的内実は不明である。

因みに福建および福建と交流のあった琉球では、“正音"あるいは“官話"を“官

音"とよぶ例が比較的多い。察爽『新刻官音葉解蒋義音註』官音葉解稗義序では、

“夫官音者、天下之正音也。"とかかれ、さらに琉球王国の外交文書集である『歴

代賓案』では主に“官音"の語が使用されている12。

1. 3. 6. 官話

中国の文献で“正音"を“官話"と定義づけたものは意外に少ない。それも以下

にみるように“俗所謂"とかかれ、官話は正音よりもやや卑俗であることを感じ

させる表現で説明されている。

・高静亭『正音撮要~ r正音集句序Jr正音者俗所調官話也。」

また、同書の千字文の各字に反切を付した「正音千字文集類jでは、以下の

ように述べる。

「所註切音必須以正音切之。若以土音切則不備官話音韻失J

ここでは、反切は「正しい音Jで読まなければならず、もし土音(方言)で反切

を読めば、官話の音に似なくなってしまうことが述べられている。つまり、漢

字を“正音"で読むことで、“官話"の音が実現できるとしている。

また、車接正音の語を説明したものではないが、清・食正盤『葵巳存稿~(1833) 

「官話Jでは、薙正六年の上諭と正音書院について言及した箇所で“官話"の語

を使っている。

“薙正六年，奉旨以福建、贋東人多不諾官話，著地方官訓導，廷臣議以八年爵限，

挙人、生員、貢、監、童生不諾官話者，不准送試。"

十九世紀には漢人にとって“官話"という語を使う許容度がかなり大きくなっ

ていたと考えられる。

12琉球方要求清朝(福建)方通事的条件，即「通焼夷語官音」的人。『歴代賓案』里使用『官
音」珂如下。『歴代賓案』二ー一一二ー0)¥，(台湾本 5214以下)、同書二ー一一九ー0八(台湾
本5393頁以下)、同書二ー一四三ーO七(台湾本 5968・5969)、問書ニー一八五ー十四(台湾本
7613)。
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1. 3. 7. 正音と官話

では、中国圏内において“正音"と“官話"はどのような語感をもっ言葉だった

のだろうか。

“官話"という言葉の初出は中国ではない。李朝の『成宗賓録』十四年(1483年)

九月己未の条に初めて出現するとされる13。中国の資料では何良俊(1495・1575)

『四友鷲叢説』巻十五に見える例がふるく、晩くとも嘉靖年間(1522・1566)まで

に“官話"という語が一般的に定着していた14。また、“官話"という言葉は、地域

によりそれが指し示す範囲が異なる場合もある150明代には下層の商人や遊女な

どの地域を移動する者たちが話す言葉として使われる用例もみられるlt

言葉としては“正音"は“官話"より古い。清代以前には“正音"は“官話"の意味で

使われず、満州人あるいは漢人が“正音"をもって‘官話"と称するのは、 19世紀

に入つてのことである。

また、官話学習教材の書名においても、“官話"という言葉は中国圏内では殆

ど用いられず、正音資料で“官話"の語を書名に冠したものは『新刻官話葉解便

覧』のみである。だが、これももとは「官音葉解Jと称したもので、『新刻官話

嚢解便覧』のなかでも「官話葉解小引」においては官音"の語が使用され、同書

の改訂版である『較正官音仕途必需雅俗便覧』では“官話"の語は再び“官音"に

改められている。

ここまで“正音"という言葉の変遷について論じてきたが、正音資料が事実上

“官話"の習得を意識した資料群であることを否定するものではない170だが、“正

13平間昌司(2001)、王維輝(2010)、竹越孝(2013)参照。
M 明・何良俊 『四友脅叢説・史十-J:“雅宣不喜作郷語，毎毅口必官話."
明・謝榛『四漢詩話』巻三g“及登甲科，学説官話，使作澄子，昂然#復在家之持。"
球心『我的学生J:“一小月以后，地毎星期只消来商次，而且毎次都是用純純粋的流利的官
話，和我交談."
15王カ(1926)r濁音上聾嬰化説J: “庚西的話可以分為官話、事官話商種。大概庚西北
部説的是官話，而南部説的是#官話.説事官話的人使要事官話，以便終来見宮或作賞.所
謂官話，是以桂林話為標準的.古人云. ，北以北京為宗，南以桂林為正'，故又調之正音.

16木津祐子(2008a)、(2008b)参照。
17 W皐政全書』などでは正音書館関連の記事で“官話"の語もよく使用されている。
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音"と“官話"は、漢人の意識において雅/俗、読書音/口語音、抽象的/具体的、

理想的/現実的といった対立の上に、一定のニュアンスの違いがあったことは

確かなようである。一方、語音の伝統にとらわれぬ漢人以外の学習者にとって

は、現実の口語の意味を備える“官話"という語を使用することに鴎曙がなかっ

たのかも知れない。

2 薙正帝の言語政策

薙正帝の治世に行われた各種の言語の政策は、のちの官話普及にとって重要

な転換点であったと言えよう。まず、下に列挙する薙正帝の言語政策について

確認してみよう。

・薙正二年(1724): W聖諭贋訪II~ 頒布開始

・薙正四年(1726): W音韻闇微』成書、六年発行

・薙正六年(1728):正音の上諭

・薙正七年(1929):西洋拳館の設立18

2. 1 W聖諭贋訓~ 19 

『聖諭贋割I~ とは、清朝の康照情の聖諭十六条を薙正帝が敷街した一種の教

育勅語である。父母に対する孝養，近隣との和睦，異端思想の排除など，支配

者が人民に要求する儒教的な実践倫理をわかりやすく説いている。この宣伝と

普及のために，地域ごとに講約が設けられ、毎月 1日と 15日に講義が行われた。

また学生の試験の際にも，暗記筆写が義務づけられた。

のち口語を意識した『聖諭贋訓』の白話本が陸続と出版され、宣講の時に用

いられた。そのうち王又撲『聖諭贋訓街』と道光三十年救頒された『聖諭贋訓

直解』はもっとも有名である。これらはのちに、宣教師が官話を学ぶ際にも採

18薙正七年 (1729年)十月，内務府が薙正帝の上諭に基づき、“西洋学館"を設立し、商
洋語の翻訳者の育成を図った。務正皇帝的上諭z“薙正七軍十月内，恰賢親王侍旨z内務
府官員人等子弟内，有情慮拳習西洋人字、語者，擁選十数人，着西洋人巴多明等教習西洋
投的諾字、話.其日用飯食，照依成安宮官学生之例結奥."
19 W大清会典.sr薙正二年，御制『聖諭庚訪IIJ高言，頒毅宣省督撫亭臣，縛行該地方文武
各宮竪教職衡門，暁諭箪民生童人等，通行講讃.J
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用される200

2.2 W音韻闇微~ 21 

薙正帝が上諭を発する同年、 1728年に清・李光地『音韻闇微』が上梓されて

いる。明の洪武三年 (1370)から乾隆二十二年(1758)は科挙における詩賦試験の

空白期間で、『音韻闇微』の発行時は、科挙進士科において詩の試験は行われて

いなかった。この韻書は平水韻を基準としているが、その翌年の上諭との関連

を考えると、『音韻闇微』は詩の押韻規範を打ち出したというよりは、読書音の

規範(正音)を提示したものである可能性が高い。

この韻書の最大の特徴は反切の「改良Jにある。例えば、“公:姑翁切"、“巾.

基音切"といったように、反切上字に“支"、“微"へ、

声韻尾や鼻音韻尾を含まない漢字を選び、反切下字には影母など零声母字を使

うことを原則とする。この方法は満文十二字頭の発想、に由来し、漢字をより音

標文字に近い方法で使用している。ただ改良されたとはいえ、この反切作法は

やや厳密さに欠けるが22、反切作法はそもそも唆昧な読書音の基準を打ち出すに

は十分な精度だったと思われる。こうした反切法は、反切上字や反切下字が特

定の漢字に固定化されるなどの変更が加えられ、『正音阻華~ w正音切韻指掌』
などにも応用される。

2.3薙正六年の上諭

前節で触れたようにすでに明代には「官話」とし寸言葉が存在しているが、

口頭言語を音声・文法・文体面で統一し、全国に普及させようとしづ試みは当

時はなされていなかった。中国国内において、話し言葉を統一化する動きが明

確に打ち出されたのは清朝に入ってからで、具体的には薙正六年(1728)の上諭か

らである。以下にそれを引用しよう。

『弗正賓録j]I巻七十二」、薙正六年八月甲申“諭内閣。官員有植民之賞。其語

20彦振旺(2008)参照。
21また同年『庚解聖諭庭訓』玉又楼序が書かれている。
22中村雅之(2010)参照。
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吉必使人人共暁。然後可以通達民情。而耕理無謀。是以古者六書之製。必使譜

聾舎意。嫡習語音。所以成遵道之風。著同文之治也。朕毎引見大小臣工。凡塵

室星塵之時。惟有福建庚東爾省之人。伺係郷音。不可通暁.伏伊等以見登仕籍

之人。経赴部績檀之後。其敷奏封揚。尚有不可通暁之語。則赴任他省。又安能

子皇童劃並、童監週盤、皆歴歴清楚.使小民共知而共解乎。官民上下。語言不

通。必致吏膏従中代為侍述。子是添飾偲霜。百弊叢生。而事理之胎謀者多失。

E此雨省之人。其語言既皆不可通暁。不但伊等歴任他省、不能探悉下民之情。

即伊等身為繍頂、亦必不能明白官長之意。是上下之情、拝格不通。其為不便賞

甚。但語言自幼習成。壊難改易。必徐加訓導。庶幾歴久可通。慮令福建庚東爾

省督撫、轄筋所属各府州騒有司、及教官。遁為停示。多方教導。務期語言明白。

使人通暁。不得伺前習為郷音。則伊等将来引見殿陛。奏封可得詳明。而嗣仕他

方。民情亦易子通達失。 23"

上諭では、“官話"や“正音"とし、う言葉は使われていないM。上述の諭旨を読む

と、当時の言語的困難は“陳奏履歴"、“宣讃訓諭"、“審断訴訟"にあったことがう

かがえる。これらはいずれも文章を読み上げる場面である。“必使譜聾曾意。嫡

習語音。"とあることから、とりわけ漢字の発音を意識した記述といえよう。当

時、福建・広東の地域では方言音で経書を暗記し、科挙試験に備えていた。こ

うした方言による読書習慣が、任官後、文章を読み上げる際に方言音を露呈す

る状況をっくり出していたものと恩われる。上諭の最終的な目的が、福建方言・

広東方言を母方言とする者たちが「官話Jを話すことにあったとしても、当面は

23 r官員は人民に接する責任を負っているのであるから、話す言葉も人々に理解されるも
のでなければならぬ。それでこそ民情にも通じ行政も誤りなきを得るのである。…しかる
に朕が大小の臣下を引見し、彼らの昼壁室よを聞くたびに、福建・庚東南省のもののみは
なお方言が抜けず、言っていることが解らぬ。…これでは他省の任地に赴いても、畳l蓋i
を宣言費し、訴訟を審断するのに、どうして人民たちに分かり易く明瞭に理解させることが
できょうか。官民上下のあいだに言葉が通じなければ、かならずや膏吏の通課をまたねば
ならぬ。さすれば言葉を飾り言い替えをなすなど、百害の生ずることになり、事の誤りを
招くことは多いに違いない。」平田昌司(2001)参照。
24 薙正六年の上諭について記した清.jR正婆『葵巳存稿~ r宮話」は、上識の内容を要約
したものであり、上諭の原文には“官話"の語は使われていない。
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“郷音"による読書習慣を矯正することを企図していたと思われる250

だがその後、この上諭は 10年もしないうちに有名無実化する。当初は科挙に

合格しでも官話を習得しない者は任官させない方針を打ち出すが、以下のよう

に官話習得年限は次第に長くなり、最後には期限の定めはなくなる260

薙正六年(1728):福建8年、広東8年

薙正十二年(1734):福建 12年、広東8年

乾隆元年(1736):福建 12年、広東 11年

乾隆二年(1737)~ :福建、広東期限なし。

事実、少なくとも広東省においては、上諭以後一世紀あまりの問、殆ど口頭

言語の能力は向上していなかったようである。それは以下の RobertThomの言

葉にも表れている。

「康照帝があの勅旨を発布して以来、すでに 1世紀あまり経ってしまった。し

かし我々はこれまでに何ひとつ変化を感じることができない270J 

2.4薙正帝の言語政策に対する評価

薙正帝の言語政策はその後の歴史をみると重要なものだ、ったと評価できる。

『聖諭贋訓』や『清文啓蒙』などに端を発するテキストが、宣教師の漢語教科

書に利用されていることがその証左である。しかし、薙正帝の治世においては

成功したとは言いがたい。正音資料についても、それが本格的に出版されたの

は薙正六年の上諭から 100年以上経過した 19世紀に入ってからである。特に広

東省での正音資料の相次ぐ出版は、薙正帝の施策の直接的効果ではなく、当該

地区における他地域からの人口の流入や社会的変化、交通の発達による経済的

26陳谷嘉(1997:528)所引の『永春眠志』巻十三「学校」によると福建省・永春の正音教員
は、漸江省仙居豚から貢生が派遣されている。
26陳谷嘉(1997:529)、片山兵衛(1978:57)参照。
27 Robe此 Thom傭伯職H意拾愉言~ Printed at the Canton Press Office1840:viu. r康照
帝」は「薙正帝」の誤り。
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要因に求められるものと恩われる280

3 正音資料の種類と系統

では、正音資料はどこからどこまでを含むものと考えればよいだろうか。予

れまで一般的には“正音"を書名に冠し、海正帝の上諭の後から、民固までに中

国で出版された“官話"習得や運用の目的を直接的に示した書物を正音資料と呼

んできた。これらをひとまず狭義の正音資料とよぶが、このなかにも正音資料

というよりは韻書や韻図の系列に連なる『正音通俗表』や『正音切韻指掌』、発

音のみを記した『正音新纂』なども含まれている290

明代にも福建人を利用対象とした『切用正音郷談雑字大全~ 30といった通俗辞

書が存在し、薙正の治世に先立つ資料が存在しない訳ではない。また“正音"と

いう語の意味や、薙正帝の言語政策全般を考えた時、『音韻闇微』や白話版『聖

諭贋訓』の諸本、官話訳された『紅楼夢』なども「正音資料」に含める必要は

あるかも知れなし、310そして、清代にはいわゆる狭義の正音書以外にも数多くの

発音を示した書物が出版されている。『正音通俗表』や『正音新纂』を正音書に

含めるなら、旗人の年希嘉によって何度も増補・改訂を繰り返した『五方元音』、

その康照年間の増補本、羅正五年刊の『五方元音大全』、嘉慶年間に誼培梓が改

変した『刻弊五方元音』や、清・嘉慶 10年【1805)序の李如珍『李氏音鑑』な

ども、正しい発音を示そうとした点では、広義の正音書に数えられよう。

以下に論じるのは狭義の正音資料についてである。

I狭義の正音資料]

薙正7年【1729):裳ー州『官語詳編』一巻

28太田辰夫(1969:187)に「正音ないし北方語の普及は，交通・産業の発達など，経済面に
その棄の原因をもとめるべきであろう。」と述べられている。
29巻末の「正音資料目録jを参照。
30 ~美園a合側大挙日合{弗燕京圃書館蔵中文善本実刊』美園恰{弗大華院合{弗燕京図書館編商務
印書館/庚西師範大挙出版社 2003.2、中圏中土舎科撃院歴史研究所文化室編『明代通俗
日用類審集干Ij~第 15 冊，西南師範大撃 2011 年 11 月所収。また、内田慶市ノ、ーバード
日記に言及あり。

31王利器(1979)参照。
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乾隆 13年 [1748]察爽“題識"~新刻官音葉解稗義音註~ ( ~j注稗官音葉解~ ) 

乾隆 50 年【 1785]、嘉慶庚辰【 1820] 刊本:張玉成『正音葉編~ ( ~別俗正音

実編大全~ )二巻

乾隆59[1794]序:察爽『新刻官音禁解使賢』三巻

嘉慶 10年 [1805】刊:高静亭『正音撮要』四巻

道光 17年【1837ト疹券尊『正音排微』六巻

威豊3年【1853]刊:渉務尊『正音岨華』三巻績編一巻

成豊3年 [1853]刊:捗務尊『正音切韻指掌』一巻.

同治 [1862]刊:張錫捷撰『較正官音仕途必需雅俗便覧』三巻

同治9年【1870]刊:潜逢語『正音通俗表』ー珊.

光緒25年 [1899]刊:江寧馬氏自序:~正音新纂』二巻

3. 1正音資料の系統

狭義の正音資料は大きく分けて広東系と福建系に大別され、広東系は版本か

ら以下の(a)一(c)の3系統がある。

【広東系】

(的『官語詳編~ (1729)一 『正音葉編~ (1820) 

(b) ~正音撮要~ (1834) 

(c) ~正音排微~ (1837)一『正音岨華~ (1853)ー『正音但華績編~ (1853)一『正

音再華傍注~ (1867) 

【福建系1

(吟官音禁解稗義音註(1748)ー官音葉解便覧(1794)一官音仕途必需雅俗便覧

(1862) 

(b)正音通俗表(1870)

狭義の正音資料はもともと、使用地域の話者による使用を前提としていた。

利用者を方言話者に特化した資料、つまり「官話」語棄と方言語葉を対照して

記した資料は、広東系(a)と福建系(的、および傍注形式で方言音を介して官話音

に導くタイプの『正音岨華』塵談軒本と『正音再華傍注』である。なかでも哀
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一州『官語詳編』は稀観本に属し32、その他の資料も『正音撮要』以外は、所蔵

が極めて限られている。これは利用者を限定した形式であることが原因であろ

フ。

それ以外は、利用者の属性を問わない資料である。正音資料のなかでとりわ

け多く流通しているのは『正音撮要』と傍注を付さない『正音岨華』であるが、

これらが利用者の地域性を問わないことが、かえって後に広く利用される理由

であったと考えられる。

3.2正音資料の種類

正音資料を内容面から分類すると、以下のようになる。発音のみの資料は、

欽定となったものを含む。単文を含むものは最初期の広東系と福建系を含み、

「官話文」を掲載した正音資料は広東系に限られる。

仮に、 18世紀の正音書を前期とし、 19世紀のそれを後期とするなら、前期は

押韻規範の色彩が残るものや、南京の発音を目指したものが多いのに対し、後

期は北京語を反映するものが出てくる。例えば、塵談軒刊本『正音岨華』は、

本文で入声が存在する音系を標携しつつも、傍注で北音の再現を目指している33。

【発音のみ】

『正音切韻指掌』、『正音通俗表』、『正音新纂』

【発音+語葉+単文】

『官語詳編』、『正音葉編』、『官音禁解稗義音註』、『官音葉解便覧』、『官音

使途必需雅俗便覧』

【発音+官話文】

『正音撮要』、『正音排微』、『正音岨華』、『正音再華』

32高田時雄(1997)に引用がある。該書がロシア科学アカデミー東洋学研究所サンクト・ペ
テルプルク支部所蔵されていることは内田慶市教授のご教示による。
33石崎博志(1997)参照。
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3.3福建系正音資料と琉球系官話資料にみる共通性

テキスト本文の発音を直音の傍注で示す方法は、明代から行われてきた。こ

れは清代にも継承され、正音資料にもみられる。この点は福建系、広東系とも

に共通している。例えば、乾隆十三年(1748)刊の察爽『新刻官音葉解縛義音註』

や成盟3年(1853) W正音阻華』の塵談軒刊本にも傍注が使われているが、これ

らはテキストの利用者がのちに手書きで加えたものではなく、予め版木に刻ま

れたものを、本文に重ねて印刷している。このことは、傍注が記された箇所に

おいて版本の匡郭(版匡)や界線が途切れていることから確かめられる。

例えば、上記の『新刻官音葉解稗義音註』の第六葉、本文の“正飲酒吃酒"の

“飲"(中古泌韻)に対して傍注“引"(中古震韻)が付されている例がある。これは福

建方言話者が本文“飲"を両唇鼻音韻尾[m]に誤読してしまうことを避けるため、

方言音で“引"を読むことで“飲"を歯茎鼻音韻尾[吋で発音させることを意図した

注である31
実はこれと同じ注が琉球の官話課本の一つ、天理大学本『官話問答便語~ 3Sに

もみられる。ここにも本文の“飲"に対して傍注で“引"が記されている。さらに

同書には本文“轟"(中古暁母)に対して傍注“奉"(中古奉母)を使って注音する例も

みられる。この傍注が正しく成り立つためには、“奉"を喉音で読む地域が該当

する。‘敬:引"、“轟:奉"の例を併せると、『官話問答便語』の音注は、福建の

方言に基づいている例も含まれていることが分かる叱

では、この福建系正音資料と琉球系官話資料の共通性は何を物語るのであろ

うか。『新刻官音葉解稗義音註』が法政大学沖縄文化研究所に所蔵されているこ

とから、こうした傍注が琉球人の手によって付された可能性も皆無ではない。

だが、琉球では版木を使用して課本を印刷した事実が存在しないことから、『新

刻官音葉解稗義音註』の傍注は、漢人の手によって漢人のために印刷されたと

みるのが妥当であろう。また、『官話問答便語』における m音を n音に読ませ

制その他本文の両唇鼻音韻尾に対して舌音韻尾の傍注を使う例は、南(軍韻):難(寒韻)、
監(陥韻):堅(先韻)、鮒(堕韻):乾(寒韻)などがある。
35瀬戸口律子(2005)影印箇所参照。
描福島千秋(2013)rw琉球官諸課本』の音注について」沖縄文化協会 2013年度研究発表
会要旨
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る意図をもった注は、琉球人の利用者を想定しているとは考えにくい。やはり

『官話問答便語』が琉球人によって使用されたのみならず、福建の漢人にも使

用されたことを示すものと考える。これは謝家、鄭家、病家といった主な土通

事(琉中交流における中国側通訳)がいずれも福州|の出身で、通事職を世襲的に継

承していた歴史的事実とも符合する37。

福建系の正音資料には、広東系のような対話形式の課本や官話文を掲載した

資料が存在せず、琉球の官話課本が福建人の官話学習を補完した可能性も考え

られる。

おわりに:漢人の官話学習

正音資料は当初、福建、広東の地域にのみ使われていたと思われる。 20世紀

になり『正音撮要』が上海で、『正音岨華』が日本の名古屋でも発行される。ま

た現存資料の所蔵をみると、正音資料が琉球や欧州|に拡散していった様子がう

かがえる。内容面においても『正音撮要』が日本の官話学習書『官話指南』な

~~にも転用され38、Thom， Robert (1846)の官話学習書39にも掲載されるなど、正

音資料が外国人の編纂による漢語教科書に利用されている状況が報告されてい

る。しかし、『正音撮要』や『正音阻華』を除く、多くの正音資料はいずれも稀

韻書に属し、特に 18世紀に発行された正音資料は、官話学習にどの程度効果が

あったのか、疑わしいと言わざるを得ない。

一方、琉球人向けに書かれた官話資料が福建人によって利用された形跡があ

ることはすでに述べた。この考えを敷街するなら、琉球版『人中画~ 40も同様に

漢人によって使用された可能性も生じる。白話文体で書かれた『人中薗』が、

琉球版に「翻訳Jされる過程で漢人が関与したことが十分に考えられるが、大

部な内容の「翻訳」と一字一句漏らさずに正確に声調の圏点を付す行為が、琉

球人のためのみに行われたのだろうか。琉球版『人中薗』の欄外に漢語の注が

37西里喜行(2002)参照。
38氷野善寛(2010)参照。
四百10m，Robert (1846)。
岨木津祐子(2013)参照。
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書き込まれている意味を、どのように考えるのか。今後は正音資料の存在を利

用者側の視点でとらえなおす必要がある。

福建や広東以外の地域で、正音資料に相当する資料がほぼ皆無であることが

何を意味するのか。平田昌司(1996)では以下のように述べる。

「音韻面では共通語との対応規則を求めやすい「文読ん語葉・文法面では文語

的表現、この二つを利用することで、正規の官話を学習することなしにとりあ

えずの意，思疎通をはかれたと考えられる。(中略)歴史上文献に出現する「官話」

とは、「金陵・洛下」にあたる大都市の発音や語葉・文法を手本とした共通語の

みをさすものではなく、できる限り文章語に近づけられた方言をも含んだとす

るのが自然であろうJ。

すでに文章語を身につけた漢人が、読書音を変更する(音を正す)ことで、「官

話Jを話すという行為は、根本的に漢語を母語としない者の官話学習とは全く

質が異なる。漢人の官話学習に迫るとき、域外資料とは異なったアプローチが

必要となろう。
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Taipei :SMC Publishing Inc， note61. 

木津祐子(2000)rw新刻官話葉解便覧』的音系初探JW中園音韻拳曾第十一届皐術
討論曾漢語音韻事第六届園際拳術研討舎論文集~ 254・60.

木津祐子(2001)rW新刻官話葉解稗義音註』から『新刻官話葉解便覧』へー併せ

て『新刻官話葉解便覧』音系の特徴について-J高田時雄『中国語史の資

料と方法』京都:京都大撃人文科皐研究所，65・88.
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2.5張錫捷 『較正官音仕途必需雅俗便覧』 福建系

。原始資料

法政大拳沖縄文化研究所楚南家文書.

清乾隆 16年【1751]刻本:国家(字 158/8432[8冊]);中科院(経9331342993725・32)

影印:(1997) W四庫全書存目叢書~ (経部第219・220冊)台南

清同治【1862]中泉郡輔仁堂刊本:較正官音仕途必需雅俗便覧:三巻 I(清)張錫

捷撰、清同治中泉郡輔仁堂刊本、封面、版心題名「官音便覧J，University of 

Oxford Bodleian Libraries(Sinica 4890). 

。研究

許長安等(ο19卯93吟)r第五章早期皐習“官話

慶門 1鷺鷺江出版干社土土. 

木津祐子(2001)rw新刻官話禁解稗義音註』から『新刻官話集解便覧』へー併せ

て『新刻官話葉解便覧』音系の特徴についてー」高田時雄『中園語史の資

料と方法』京都:京都大挙人文科拳研究所，65・88.

丁媛(2013)r(( (新刻)宮話禁解便覧》“正音"研究J，漸江財経学院碩士論文.

2.6高静亭『正音撮要』 広東系

。原始資料

清道光 14年【1834】高静亭『正音撮要』事華資刊本:聞大(L23/Al2674・2677);東

タ卜大(CIU2750)【4冊】《明清俗語辞書集成》と蒋致遠主編《中園方言謡諺全集》

第十五巻周商夫編輯的《正音撮要》。巻二、巻三のみ収録。:新潟大拳佐野

文庫蔵

清道光26年【1846]百leChinese speaker， or Ex回 cts企omworks written泊 the

M姐 d紅白 1姐 guage，as spoken at Peking. Compiled for the use of students， by 

Robert Thom， Esq.， H. M. Consul at Ningpo. Part I. Nin即0:Presbyteri血 Mission

Press. Chinese t.p. (正音撮要上巻，大清静亭高氏纂輯，大英羅伯鵬語述，寧波華

花聖経書房蔵珍).The Royal University Library(Oslo， Norway):Hs56;東洋(貴重

書 III-12・F-c-5)

1育成豊2年【1852]本:上海圃書館.
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清成豊8年【1858]連元閣臓刊 :W正音提要』三巻，高静亭撰:園舎東京 180・117.

園舎東京

清成豊 10年【1860]:事華粛刊本:東大東文(倉石 10603)【4冊】;園舎東京 172・37.

タト山友普刊:都立中央(中特6574)【4冊]. 

清同治4年【1865]The Chinese speaker， or， Ex回出企omworks written in也e

M組白血l岨 .guage，as spoken at Peking.“CANTON CUSTOMS PRESS":北京大

拳固書館.東洋(貴重書 P-III-a・1302)

清同治6年【1867]ロロ堂蔵板:慶州中山大拳固書館四加全，慶州中山国書館存

巻ーと巻因。虫食い顕著。

光緒31年【1905]麟書閣本:慶州中山国書館.

光緒32年【1906】慶州十八甫時雅書局石印評点本:慶州中山圃書館.

光緒33年(1907]福醤楼本:贋州中山圃書館.虫食いが甚だしい。

光緒33年【1907]碍東卒英晋朱批本:((朱批正音撮要)):北京大皐圃書館.

明園 9 年 [1920] 錦章石印本“上海錦章圃書局殺行"。贋~+I 中山圃書館.

影印:蒋:致遠繍(1985)r中園方言謡言全集』蓋北:宗育園書出版公司.
影印:長津規矩也繍(1974)r明清俗語辞書集成』第三輯，東京:扱古書院.
0研究

李新魁，麦転(1993)W韻皐古籍述要』険西人民出版社，391.

内田慶市(1999)rイソップ東漸・ロパート・トームと『意拾略言J]JW関西大学文学

論集~ 49(1):1-37. 

麦転。000)r((正音撮要》中尖団音的分合JW古漢語研究~ 2000(1):31・34.

王為民ο000)r((正音撮要》作者里籍奥版本考論JW古籍整理研究泉刊』

樋口靖(2002)r本学所蔵明清時代等韻書JW知の泉Castalid2:13・15.

高岸晃夫(2009)rW正音撮要』札記JW千里山文拳論集~ 81:77・100.

氷野善寛(2011)rW官話指南』の来歴の一端-W正音撮要』との関係についてJW関

西大皐中国文拳曾紀要~ 32:43・71.
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2. 7捗葬尊『正音排微』 広東系

O原始資料

道光 17年【1837)文選楼?刊本:捗葬尊『正音排微』六巻.

0研究

高田時雄(1997)r清代官話の資料についてJW東方拳舎創立五十周年記念東方拳
論集』東京:東方拳舎，771・784.

2.8務鼻尊『正音岨華』 広東系

。原始資料

成豊3年 [1853)繁門底衆文堂刊本:正音唖華三巻並正音阻華績篇一巻，夢葬

尊著:東京都立中央(市村 821-IW-27);偽大(494590，494591);聞大泊園

(LH2/1.1 0-48);東外大諸岡(III161[2冊));京産大小JII(鰹 317[1冊】);上海(線

普長286721・22).

成豊3年【1853)慶州:塵談軒刊本:国家αD8242[2冊)，字 150/887.1[2冊】，

字 150/887[2冊】);人大(pG112/56[2冊】);首都((G)己11042).

同治3年【1864)刊本:東大東文(倉石 10604[2冊】).

宣統2年【1910)重刊麟書閣蔵版:侍斯年(424.5410・06).

宣統2年【1910)石印本:上海(線普490530)

影印:昭和 46年 [1971):名古屋采華書林威豊三年維経堂刊本，JE音岨華三巻，

景印:京大人文研東方.

縮微品:(1993)北京:全国図書館文献縮微中心.

0研究

家錦照《園語運動史稿~p.27

太田辰夫(1951)r清代北京語語法研究の資料についてJW神戸外大論叢~2(1):13・30.

侯精一(1962)r百年前的廃東人事“官話"手加《正音岨華))J W語文建設~ 1962(12). 

佐藤晴彦(1973年)r ((正音岨華》のことばー近世白話史の一資料j大阪市立大皐

文撃部『人文研究~ 25(3): 54-69. 

侯精一(1980)r清人正音書三種JW中国語文~ 1980(1):64・68.

歌振生(1992)W明清等韻皐通論』北京:語文出版社.
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李新魁，麦転(1993)W韻皐古籍述要~ :392，険西:険西人民出版社.

岩田憲幸(1994)r清代後期の官話音J高田時雄『中国語史の資料と方法』京都:

京都大拳人文科事研究所.

羅偉豪(1995)r評《正音阻華》・兼論ー百五十年前的慶州話JW語言研究増刊』

333-339. 

石崎博志(1997)r r正音狙撃」音韻体系の二重性JW中国語皐~244:171・180.

樋口靖(2002)r本学所蔵明清時代等韻書JW知の泉Castalia.!l2: 13・15.

陳理瑛(2000)({r正音岨華」研究》園立中山大事中園文拳研究所碩士論文.

葉賓套(2001)W明清官話音系』度1'1:度日大皐出版社.

2.9 ;;葬尊 WIE音切韻指掌』 欽定(広東系7)

O原始資料

正音切韻指掌一巻、績修四庫全書第258鋤:東洋文庫(V-5-C-233).

0研究

永島柴一郎(1941)r近世支那語特に北方語系統に於ける音韻史研究資料に就いて

(績)J 日本言語皐曾『言語研究~ 9. 

侯精一(1980)r清人正音書三種JW中国語文~ 1980(1):64-68. 

橋蒸(1990)r関子《正音切韻指掌》的幾箇問題JW漢字文化~ 1990(1):24-40. 

禰蒸(1991)r{{正音切韻指掌》再探(I)J{{漢字漢語皐術研討舎論文集》下，吉林:

吉林教育出版社，153-176.

歌振生(1992)W明清等韻皐通論』北京:語文出版社.

李新魁，麦転(1993)W韻皐古籍述要』険西:I決西人民出版社，394.

岩田憲幸(1994)r音韻資料をあっかうことのむづかしさ-W正音切韻指掌』を例
にしてー」高田時雄『中国語史の資料と方法』京都:京都大皐人文科皐研

究所，61・64.

橋蒸(1996)r ~正音切韻指掌》再探ο)J W古漢語研究~ (第一輯)，北京:中華書局，

1996年， 331-347. 

石崎博志(1998)rW正音切韻指掌』と『正音再華傍註』ー編者・捗葬尊の正音観J

『日本東洋文化論集~ 4: 57・78.
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岩田憲幸(2005)r論《正音切韻指掌》音系Jr龍谷紀要~ 27( 1 ):53-68. 

病蒸(2006)r鴻蒸音韻論集』皐苑出版社.

2. 10捗勢尊『正音再華傍注』

@原始資料

同治6年【1867]塵談軒刊本:園家(字 150/877-2[2冊】)

O研究

侯精一(1980)r清人正音書三種Jr中園語文~ 1980(1 ):64・68.

高田時雄(1997)r清代官話の資料についてJr東方皐曾創立五十周年記念東方皐
論集』東京:東方皐曾，771・784.

石崎博志(1998)rr正音切韻指掌』と『正音再華傍註』一編者・疹葬尊の正音観」
『日本東洋文化論集~ 4: 57・78.

2. 11捗葬尊『紅楼夢摘華』

O原始資料

同治7年【1868]

光緒7年 [1881]塵談軒(1加]:酒田市立光正文庫(403).

0研究

王利器(1986)r r紅棲夢』是皐習官話的教科書Jr耐雪堂集~，北京:中園社曾科
撃出版社.

2. 12李汝珍『李氏音鑑』

O原始資料

賓善堂刊本:京大人情セ(経X-4・52)【4冊] • 

同治七年 [1868]木梶山房再修本:東大線、(D40-639);京大人情セ(経 X・4・53);悌

大(496039~496042); 筑大(チ 530-455) [4冊]. 

同治九年【1888]掃葉山房刊本:京大中哲文;立大高木;東外大諸問(II18)[4冊]. 

1青末刊本:東大線、(D40・621) [1 冊】;神戸市外大(蛭部 10幽228・ 1~4) 【4 冊] . 
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。研究

楊自朔(1987)r((李氏音鑑》所反映的北京語音系統JW語言研究論叢~ 4:14・60.

楊亦鳴(1989)r((李氏音鑑》音系的性質JW語言研究~ 2:82・94.

楊亦鳴(1990)r((李氏音鑑》的粗細理論及反切特貼JW徐州師範拳院撃報(哲皐社

舎科撃)~ 1:165・172.

察瑛純(1990)r r李氏音鑑J~音系研究J W人文科挙研究所論文集~ 16:193・237.

楊亦鳴(1991)r((李氏音鑑》奥十八世紀末的北京音系JW語言研究増刊口語音的研

究~ :108・114;徐州師範皐院中文系編(1992)W漢語研究論集~ 1:102・114.

楊亦鳴(1991)r ((李氏音鑑》的費、韻、調系統JW徐州、|師範拳院拳報(哲皐社舎科

撃)~ 3:82・89.

楊亦鳴(1992)W((李氏音鑑》音系研究』陳西人民教育出版社.

徐復(1995)r ((李氏音鑑音系研究》述評JW徐州師範皐院拳報(哲拳社曾科撃)~

1:143，157. 

陳盈知(1996)r論嘉慶本《李氏音鑑》及相関之版本問題JW聾韻論叢~ 5:215・246.

王矯民・江火(2000)r非線性音系皐奥《李氏音鑑》的反切原理JW中国音韻事研究

曾第十一届皐術討論舎畳漢語音韻皐第六届国際皐術研討舎論文集~397-402.

王属民(2008)r非線性音系拳奥《李氏音鑑》的反切原理JW南京社曾科皐~8:131・ 135.

陳雪竹(2008)r ((李氏音鑑》音系中‘博盤漏粉'四母字的介音JW語言教皐奥研究』

3:92-96. 

2. 13潜造語『正音通俗表』 福建(聞東)系

。原始資料

同治9年【18701刊本:溶逢糟『正音通俗表』一加:東大東文(倉石 10605);中科

学院(経933062);園家(字 150/883)

。研究

侯精一(1980)r清人正音書三種JW中国語文~ 1980(1 ):64・68.

李新魁，麦転(1993)W韻撃古籍述要』険西人民出版社:394・395.

岩田憲幸(1994)rW正音通俗表』の韻母体系JW龍谷紀要~ 15(2):155・162.

岩田憲幸(1994)r r正音通俗表」の声母体系JW龍谷紀要~ 16(1): 73・77.
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岩田憲幸(1995)r((正音通俗表》音系的特徴JW龍谷紀要~ 17(1):lOl-lO5. 

高田時雄(1997)[清代官話の資料についてJW東方撃舎創立五十周年記念東方墜
論集』東京:東方皐舎，771・784.

葉賓杢(2001)W明清官話音系』犀円大拳出版社.

葉賓杢(2001)r浅談的語音観念JW厘門慶播電視大皐皐報(綜合版)~ 2001(1). 

銭貧香・李知龍(2002)r論聞台両省方言和文化的共同特点JW語言文字臆用』

2002(2). 

2. 14潜逢語『正音通俗表摘要』

O原始資料

同治9年【1870]逸香粛刊本:W正音通俗表』一珊:中科学院(経933238 2997683-4); 

国家(字 150/883)

2.15江寧馬『正音新纂』

@原始資料

光緒25年【1899]江寧馬氏自序:W正音新纂』二巻，清馬鳴鶴撰:神外大経部.

小撃類-45.

光緒28年【1902]金陵状元境宜春文閣刊本.

@研究

孫華先σ005)r ((正音新纂)):清末針外漢語教師描写的南京官音J全国漢語方言皐

曾第十三届年曾壁漢語方言国際撃術研討舎.2005年9月.

孫華先(2008)r趨元任《南京音系》研讃JW語文研究~ 2008(1):49・53.
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